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行政視察に行ってきました

総
務
常
任
委
員
会

定
住
人
口
増
加
促
進
特
別
委
員
会

参
加
者

　

大
岸
眞
弓　

依
光
美
代
子

　

山
﨑
眞
幹　

島
岡
信
彦

　

比
与
森
光
俊　

山
本
芳
男

　

利
根
健
二　

森
田
雄
介

　

山
崎
晃
子　

石
川
彰
宏

　

小
松
紀
夫

視
察
日
・
視
察
先
・
視
察
事
項

　

１
月
19
日
～
20
日

①
広
島
県
安
佐
南
区
八
木
地
区

　
【
大
規
模
災
害
の
跡
地
と
復

　
　
興
状
況
】

②
広
島
県
東
広
島
市
役
所

　
【
大
学
の
あ
る
街
づ
く
り
】

③
広
島
県
神
石
高
原
町
役
場

　
【
過
疎
対
策
・
人
口
定
住
対

　
　
策
】

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

参
加
者

　

織
田
秀
幸　

濱
田
百
合
子

　

甲
藤
邦
廣　

森
田
雄
介

　

村
田
珠
美　

石
川
彰
宏　

視
察
日
・
視
察
先
・
視
察
事
項

　

１
月
24
日

①
岡
山
県
勝
田
郡
奈
義
町

　
【
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
】

産
業
建
設
常
任
委
員
会

参
加
者

　

利
根
健
二　

爲
近
初
男

　

小
松　

孝　

山
崎
晃
子

　

山
﨑
龍
太
郎　

小
松
紀
夫

視
察
日
・
視
察
先
・
視
察
事
項

　

１
月
26
日
～
27
日

①
香
川
県
三
豊
市
役
所

　
【
産
業
振
興
条
例
】　

②
広
島
県
廿
日
市
市
（
宮
島
）

　
【
世
界
遺
産
「
厳
島
神
社
」
の

　
　
あ
る
観
光
地
】

③
㈱
水
み
ら
い
広
島
本
社

　
【
「
水
み
ら
い
広
島
の
取
り
組

　
　
み
」
水
道
事
業
に
お
け
る
公

　
　
民
連
携
】

①　

平
成
26
年
８
月
20
日
の
豪

雨
に
よ
る
土
砂
崩
れ
で
甚
大
な

人
的
、
物
的
被
害
を
出
し
た
。
住

宅
再
建
な
ど
復
興
の
支
援
と
と

も
に
、
災
害
跡
地
の
保
存
や
石
碑

建
立
等
の
取
り
組
み
も
支
援
し

て
い
る
。

②　

広
島
大
学
の
統
合
移
転
を

機
に
、
市
街
化
形
成
や
教
育
環

境
整
備
、
地
域
課
題
の
解
決
な
ど

「
大
学
の
あ
る
街
の
良
さ
」
が
十

分
に
生
か
さ
れ
て
い
た
。
本
市
と

比
較
す
る
に
は
条
件
が
違
い
す

ぎ
る
が
、
地
域
と
の
合
意
形
成
の

仕
方
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
仕

方
は
参
考
と
す
べ
き
点
が
あ
る
。

③　

合
併
特
例
の
終
了
や
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
等
の
根
拠
を
基
に
確

認
し
な
が
ら
、
過
疎
対
策
事
業

に
取
り
組
む
姿
勢
に
、
地
域
経

営
に
対
す
る
本
気
度
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

農
業
部
門
で
の
品
種
別
反
当

収
益
の
明
確
化
、
地
域
お
こ
し

協

力

隊

の

導

入

に

向

け

て

の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
確
定
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

を
支
援
す
る
ふ
る
さ
と
納
税
、

地
域
通
貨
を
活
用
し
た
定
住
支

援
等
々
、
見
習
う
べ
き
も
の
や

考
え
方
が
多
く
あ
っ
た
。

総

務

常

任

委

員

会
・

定

住

人

口

増

加

促

進

特

別

委

員

会



香美市議会だより平成29年５月１日 第45号

9

①　

奈
義
町
は
、
平
成
28
年
４

月
１
日
現
在
、
人
口
６
１
８
２

人
、
岡
山
県
の
北
東
部
に
位
置

し
、
四
季
折
々
の
美
し
い
自
然

に
囲
ま
れ
た
町
で
あ
る
。
陸
上

自
衛
隊
日
本
原
駐
屯
地
・
演
習

場
が
あ
り
、
自
衛
隊
と
共
存
共

栄
を
し
て
い
る
コ
ン
パ
ク
ト
な

町
と
し
て
の
印
象
を
強
く
し
た
。

　

行
政
と
地
域
が
協
働
で
、
き

め
細
か
に
子
育
て
世
代
を
応
援

し
「
妊
娠
出
産
期
か
ら
乳
幼
児

期
や
就
学
期
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
手
厚
い
支
援
や
、
住
ま
い
の

充
実
な
ど
を
図
る
取
り
組
み
の

結
果
と
し
て
、
出
生
率
が
２
・
81

と
な
っ
た
」
と
の
話
が
印
象
的

だ
っ
た
。

　

平
成
の
大
合
併
で
合
併
し
な

い
こ
と
を
選
択
し
、
小
さ
い
か

ら
こ
そ
で
き
る
、
き
め
細
か
な

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
「
子
育
て
す
る
な
ら
奈

義
町
で
！
」
と
の
子
育
て
応
援

宣
言
を
、
平
成
24
年
４
月
１
日

に
掲
げ
、
首
長
の
子
育
て
支
援

へ
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

も
と
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
が
住
み
よ
い
「
活
力
と
笑

顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
、
子
育
て
・
医
療
・

福
祉
な
ど
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

努
め
て
い
る
。
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③　

平
成
24
年
９
月
、
広
島
県

と
民
間
会
社
が
出
資
し
て
「
水

み
ら
い
広
島
」
を
設
立
。
県
営

水
道
が
抱
え
る
課
題
を
解
決
し
、

将
来
に
渡
っ
て
料
金
上
昇
を
抑

え
、
安
心
・
安
全
・
良
質
な
水

の
供
給
を
図
る
目
的
で
、
水
道

技
術
も
継
承
し
、
県
内
水
道
の

管
理
の
一
元
化
を
進
め
て
い
る
。

①　

三
豊
市
で
は
、
商
工
関
係

と

農

政

関

係

が

別

の

部

局

に

な
っ
て
い
る
な
ど
、
部
・
課
等

の
配
置
を
再
検
討
す
る
と
産
業

振
興
計
画
が
よ
り
良
く
な
る
。

組
織
の
部
局
制
度
を
含
め
、
整

理
を
し
た
方
が
良
い
か
も
し
れ

な
い
。

　

ま
た
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、
取
り
組

む
」
と
あ
っ
た
が
、
国
の
施
策

で
も
あ
り
、
官
民
問
わ
ず
重
要

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
地
域
振
興

券
事
業
の
大
規
模
店
と
地
域
小

規
模
店
と
の
差
別
化
は
参
考
に

な
っ
た
。

②　

観
光
客
は
か
な
り
の
数
で

あ
っ
た
が
、
他
の
観
光
地
に
比

べ
て
中
国
人
が
少
な
く
、
欧
米

人
の
比
率
が
高
い
。
市
町
村
合

併
に
よ
っ
て
、
入
り
口
（
対
岸
）

整
備
も
さ
れ
、
観
光
客
が
倍
増

し
、
町
屋
通
り
に
は
、
町
屋
建

築
の
民
家
や
店
舗
が
あ
り
、
情

緒
漂
う
魅
力
が
あ
る
。

産

業

建

設

常

任

委

員

会


